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Q）50代女性勤務医です。特別な既往歴はなく、負担
のかかる業務や運動習慣はありません。2か月前から
長時間座っていて（プライベートでソファーに座って
いる際）左臀部から大腿後面にかけての痛みを自覚す
るようになり、1か月前勤務先の整形外科で診察を受
け梨状筋症候群と診断されました。内服と湿布にて経
過をみております。症状は回復傾向にありますが、ピー
ク時は痛みがかなりきつく、業務にも支障をきたし、
夜間は痛みで目が覚めるほどでした。
担当医は梨状筋症候群の痛みは繰り返すといっていま
すが、完全に治ることはないのでしょうか？
また、回復したあとは筋トレやストレッチを勧められ
ましたが、運動をしていても再発する事はあるのでしょ
うか？
痛みが強いときは注射も勧められましたが、ブロック
注射の効果はどれくらいでしょうか？

A）梨状筋症候群は、ある程度の時間をかけて落ち着
くことが多いです。内服とストレッチなどの運動も併
用しつつ様子を見ます。業務中など日常生活まで支障
をきたすようでしたらブロック注射のよい適応ですが、
姿勢の注意や椅子の工夫など試行錯誤をしているうち
に楽になっていくことが多いのが実際です。落ち着い
ても原因となる負担がかかると再発することもありえ
ます。まれにスポーツ選手などで手術をする場合もあ
ります。
ブロック注射は診断的治療として用いることがありま
す。腰椎MRIで異常がなく、梨状筋部分をブロックし
て効果があれば梨状筋症候群と診断されます。当初は
数時間しか効かないこともありますが、何回か繰り返
すことで楽になることも多いです。


